
 第Ⅱ部 第８章 アジア諸地域の繁栄 

  １ 東アジア・東南アジア世界の動向（１）明                         教教教教 pppp111165656565～ｐ～ｐ～ｐ～ｐ111173737373（（（（L3L3L3L3）））） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

中  国 

元 〔1271～1368〕 ○【①     】の乱…白蓮教徒による反乱〔1351～66〕 

→元王朝の崩壊！ 

 〔1368～1644〕 都：南京→北京 

〔建国者〕【③       】・・・即位して【④       】となる 

〔皇帝独裁政治の確立！〕 

○【⑤      】を廃止，【⑥     】を皇帝に直属化 

〔農民支配の立て直し〕 

○【⑦     】制・・・村落行政組織（農村の長が治安維持・租税徴収） 

○【⑧         】・・・戸籍簿および租税台帳 

○【⑨         】・・・土地台帳 

○【⑩     】・・・民衆に向けた６カ条の教訓 

〔軍隊の強化〕 

○衛所制・・・兵農一致の軍戸の組織を編成 

○北元 

モンゴル高原へ 

退く。 

〔第３代〕【⑫       】（←燕王） 

〔内政〕 

○【⑬     】へ遷都 

○朱子学を奨励→『四書大全』『五経大全』『永楽大典』を編纂 

〔積極的な対外政策！〕 

○宦官の【⑭     】に南海遠征を行わせる！〔1405～1433〕 

     →東南アジア～アフリカ東岸に到達 ⇒朝貢貿易が活発化 

〔1402～24〕  

15C 後半～，【⑮        】…南北からの異民族の侵入 

＝ モンゴル系部族の【⑯      】と【⑰      】の侵入 

○15C：【⑱     】の変〔1449〕・・・第 6 代正統帝がオイラトの【⑲          】に 

○16C：タタールのアルタン＝ハンがたびたび侵入 

南倭南倭南倭南倭    ＝ 南方からの【⑳      】の侵入 

北虜北虜北虜北虜    

第２代建文帝の時代 →○【⑪         】・・・燕王が反乱し帝位を奪う！ 
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16C 後：【○21        】の改革（万暦帝時代） 

→明王朝衰退へ！ 

→財政が一時回復 

※一条鞭法が普及・・・地税や徭役をまとめて銀で納入させる 

17C 前：政治派閥【○22     】派と非【○22     】派の対立 →政治混乱！！ 

女真族 

→清を建国 

 

⇒中国支配

へ！！ 
〔滅亡〕【○23        】の反乱により滅亡！！〔1644〕 

清 

西欧 

1356 

金印勅書 

1414 

コンスタンツ 

公会議 

1453 

百年戦争 

終結 

② 

〔1399～1402〕 

捕らわれる！ 


